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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年３月１４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２４年１月９日 １５時００分ごろ 

発生場所 愛媛県今治市波方
なみかた

港北東方沖 

波方港東防波堤灯台から真方位０２３°８３０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°０７.８′ 東経１３２°５７.６′） 

事故調査の経過 平成２４年３月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 第八浪花
な に わ

丸、１９９トン 

 １３４７７７、妹尾海運有限会社 

５９.２３ｍ×９.４０ｍ×５.５５ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７３５kＷ、平成８年３月 

 乗組員等に関する情報 機関長 男性 ６０歳 

 五級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 昭和５０年５月３０日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２２年２月８日 

免状有効期間満了日 平成２７年５月２４日 

 死傷者等 なし 

 損傷 停泊用ディーゼル機関駆動発電機（以下「停泊用発電機」という。）

が焼損 

 事故の経過 本船は、船長及び機関長ほか１人が乗り組み、福山港で鋼材約７０

０ｔを積載し、平成２４年１月９日０９時２０分ごろ同港を出港して

今治市今治港に向かい、１３時１０分ごろ、途中の波方港北東方沖に

着き、揚げ荷役を翌日に控え、波方港東防波堤灯台から真方位０２

３°８３０ｍ付近で投錨した。 

本船は、投錨後、主機及び発電機原動機を停止したのち、船首倉庫

内に設置されている停泊用発電機を運転し、１３時３０分ごろから船

内電源を停泊用発電機で供給した。 

本船は、１５時００分ごろ、停泊用発電機のみを運転していたとこ

ろ、突然、操舵室で「無電圧」表示の警報が作動するとともに、船内

の電源を喪失した。 

船首倉庫に急行した船長は、停泊用発電機の１００Ｖ及び２２０Ｖ
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気中遮断器付近が燃えているのを認め、清水を約２分間注いで消火し

た。 

本船は、後日、電気工事会社の担当者が焼損した停泊用発電機を点

検し、停泊用発電機の前面に取り付けられていた２個の気中遮断器の

うち、１００Ｖ用の同遮断器が最も著しく燃えた痕跡が発見された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １ 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 焼損した停泊用発電機は、平成２１年に搭載され、その後は停泊中

ほとんど連続運転されていたので、運転時間が１,０００時間を大幅

に超えていたが、この間、電路の絶縁抵抗計測や発電機内部の点検な

どは行われていなかった。 

停泊用発電機の１００Ｖ気中遮断器は、常時、「開（ＯＰＥＮ）」

（無通電）の状態であった。 

電気工事会社の担当者によれば、１００Ｖの気中遮断器は、遮断器

の絶縁体が劣化していたためか、隣の２２０Ｖ気中遮断器が過熱し、

その高熱を受けて発火したとのことであった。 

機関長によれば、船首倉庫は、風雨が直接吹き込むことはなかった

が、湿度は高かった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

あり 

なし 

 本船は、波方港北東方沖で錨泊中、船首倉庫内に置かれた停泊用発

電機の気中遮断器が過熱したことから、同遮断器付近が燃えたものと

考えられる。 

 気中遮断器は、停泊用発電機が設置されている船首倉庫内の湿度が

高く、同遮断器に接続する電気配線の絶縁抵抗が低下し、過熱した可

能性があると考えられるが、湿度の上昇や絶縁抵抗低下の状況を明ら

かにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、波方港北東方沖で錨泊中、船首倉庫内に置かれ

た停泊用発電機の気中遮断器が過熱したため、同遮断器付近が燃えた

ことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・湿度の高い場所に設置した電気機器は、定期的に電路の絶縁抵抗

計測を行うこと。 

 




